
資料２ 

空港の収支状況について空港の収支状況について

≪ 平成１９、２０、２１年度 ≫ 

国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算） 



平成１９年度 国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算） （第１回検討会 資料３（P.17）） 
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平成２０年度 国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）         

2 



平成２１年度 国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）         

3 
※空港関連事業の収支を精査した結果、第８回「空港運営のあり方に関する検討会」提出資料（平成２３年７月２６日）に一部修正を行っている。



国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）の単純合算（空港別収支パターン①） 

新千歳

平成１９年度： 
平成２０年度： 

[

空
港
別
収

羽田 

４０億 
※注１ 

平成 年度
平成２１年度： 

収
支
及
び
空
港
関

黒
字 

 小松 

２０億 

関
連
事
業
の
収
支

鹿児島 

広島 

宮崎 三沢 

大分 仙台 
高松 

高知

徳島 
熊本 

長崎 

松山 

（
試
算
）の
単
純
合

赤

函館 

丘珠 

稚内 

大分高知

北九州

新潟 

釧路 

美保 

合
算
し
た
経
常
損

字 

福岡 

北九州

△２０億 

[乗降客数] 

損
益] 

1,000万人 ２００万人 

△４０億 

那覇 

※注１：空港別収支（パターン①）と空港関連事業（旅客、貨物ターミナルビル事業者及び駐車場事業者）の収支(試算)を単純合算した経常損益。 

※注２：八尾空港、千歳空港は乗降客数がゼロのため記載していない。 

※注３：百里空港は平成２１年度末の開港のため記載していない。 

本表は精緻なものではない。 
※注４：羽田空港は、当該空港関連事業以外の事業についても単体決算に含まれているため、その状況により変動がある。 

4 
※空港関連事業の収支を精査した結果、第８回「空港運営のあり方に関する検討会」提出資料（平成２３年７月２６日）に一部修正を行っている。



羽田 

国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）の単純合算（空港別収支パターン② ） 

新千歳

平成１９年度： 
平成２０年度： ～ ～ ～ ～

[

空
港
別
収

新千歳

４０億 
※注１ 

平成 年度
平成２１年度： 

収
支
及
び
空
港
関

黒
字 

福岡 

鹿児島 

広島 

 小松 

徳島 

２０億 

熊本関
連
事
業
の
収
支

宮崎 

丘珠

三沢 
大分 

仙台 

高松 

高知 

新潟

美保 

熊本 

長崎 

松山 

（
試
算
）の
単
純
合

赤

函館 
丘珠 

稚内 

北九州 

新潟

釧路 

合
算
し
た
経
常
損

字 

△２０億 那覇 

[乗降客数] 

損
益] 

1,000万人 ２００万人 

△４０億 

※注１：空港別収支（パターン② ）と空港関連事業（旅客、貨物ターミナルビル事業者及び駐車場事業者）の収支(試算)を単純合算した経常損益。 

※注２：八尾空港、千歳空港は乗降客数がゼロのため記載していない。 

※注３：百里空港は平成２１年度末の開港のため記載していない。 

本表は精緻なものではない。 

※注４：羽田空港は、当該空港関連事業以外の事業についても単体決算に含まれているため、その状況により変動がある。 

5 ※空港関連事業の収支を精査した結果、第８回「空港運営のあり方に関する検討会」提出資料（平成２３年７月２６日）に一部修正を行っている。



羽田 

国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）の単純合算（空港別収支パターン③） 

新千歳 
平成１９年度： 
平成２０年度： ～ ～ ～ ～

[

空
港
別
収

福岡 

鹿児島 

徳島 

４０億 
※注１ 

平成 年度
平成２１年度： 

収
支
及
び
空
港
関

黒
字 

広島 

 小松 

美保 

２０億 

熊本 
松山 

関
連
事
業
の
収
支

宮崎 

函館 
丘珠 

三沢 

稚内 

大分 

仙台 
高松 

高知 
新潟 

長崎 那覇 

（
試
算
）の
単
純
合

赤
北九州 

釧路 

合
算
し
た
経
常
損

字 

△２０億 

[乗降客数] 

損
益] 

1,000万人 ２００万人 

△４０億 

※注１：空港別収支（パターン①）と空港関連事業（旅客、貨物ターミナルビル事業者及び駐車場事業者）の収支(試算)を単純合算した経常損益。 

※注２：八尾空港、千歳空港は乗降客数がゼロのため記載していない。 

※注３：百里空港は平成２１年度末の開港のため記載していない。 

本表は精緻なものではない。 
※注４：羽田空港は、当該空港関連事業以外の事業についても単体決算に含まれているため、その状況により変動がある。 

6 
※空港関連事業の収支を精査した結果、第８回「空港運営のあり方に関する検討会」提出資料（平成２３年７月２６日）に一部修正を行っている。



羽田 

国管理空港の空港別収支及び空港関連事業の収支（試算）の単純合算（空港別収支パターン④ ） 

新千歳

平成１９年度： 
平成２０年度： ～ ～ ～ ～

[

空
港
別
収

４０億 
※注１ 

平成 年度
平成２１年度： 

収
支
及
び
空
港
関

黒
字 

福岡 

鹿児島 

広島 

宮崎 

 小松 

新潟

２０億 

熊本 

松山関
連
事
業
の
収
支

宮崎 

函館 

丘珠 三沢 

稚内

大分 
仙台 

高松 
高知 

北九州

新潟

徳島 

美保 

長崎 

松山

（
試
算
）の
単
純
合

赤

稚内 北九州

釧路 

那覇 

合
算
し
た
経
常
損

字 

△２０億 

[乗降客数] 

損
益] 

1,000万人 ２００万人 

△４０億 

※注１：空港別収支（パターン④）と空港関連事業（旅客、貨物ターミナルビル事業者及び駐車場事業者）の収支(試算)を単純合算した経常損益。 

※注２：八尾空港、千歳空港は乗降客数がゼロのため記載していない。 

※注３：百里空港は平成２１年度末の開港のため記載していない。 

本表は精緻なものではない。 
※注４：羽田空港は、当該空港関連事業以外の事業についても単体決算に含まれているため、その状況により変動がある。 

7 ※空港関連事業の収支を精査した結果、第８回「空港運営のあり方に関する検討会」提出資料（平成２３年７月２６日）に一部修正を行っている。



各空港収支において計上対象とする収入・支出 凡例： 

各試算パターンにおける計上対象収⼊・⽀出の相違について（イメージ図）〈参考〉 

計上対象外 

8 


